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 議員定数の削減を決定議員定数の削減を決定
次回任期（令和 9 年 10 月）から次回任期（令和 9 年 10 月）から

　校舎はどうなる？下北地区統合校校舎はどうなる？下北地区統合校

青森県等へ意見書を提出青森県等へ意見書を提出
詳細は２ページへ

詳細は３ページへ

 一般質問一般質問
 15 の視点15 の視点

詳細は６ページへ



      賛成多数賛成多数      

      可決可決 下北地区統合校を志望するこどもたちの不安の解消、進路の実

現及び学習環境の充実に向けて、速やかに施設整備等の方針を

示すことを求める意見書

1. 下北地区統合校の開校に向けた校舎の整備方針案及び全体のスケジュールをこどもたちや保護者を含

めた地域住民に対して速やかに説明し、意見を聴取した上で整備方針を決定すること。

２. 当初の方針のとおり、むつ工業高等学校の校地に校舎を新たに整備すること。なお、 新築が叶わない

場合にあっては、新築同様の改修を行うこととし、教育環境の充実を図ること。

３. 下北地区統合校検討委員会が取りまとめた要望書でも求めている多様な学びが実現できる校舎・教育

環境・カリキュラムを整備すること。

意見書の内容

６月３日

 
校
舎
は
ど
う
な
る
？

　

 　
 	   　

 

下
北
地
区
統
合
校

青森県等へ意見書を提出
こどもたちの多様な学びの実現に向け

議員提出議案第 4 号 全会一致で可決

６月 10 日
青森県知事、青森県教育長へ意見書を、
青森県議会正副議長へ要望書を提出

地域の今までの検討と要望が、 できる限り反映

してもらえるように、 （県教育委員会に）私からもお

願いをしていますので、 良いかたちで令和９年に

開校して、 こどもたちの未来につながる学びが新

しい校舎でできるようにしていっていただきたい。

校舎の整備方針は、改築計画と既存校舎のリニュー

アル改修の両面で現在検討を進めている。 工事期間

中における生徒の学習活動への影響や事業全体のス

ケジュールなど、 様々な角度から、 よりよい施設整備

の方向性を検討しているところで、 可能な限り早期に

案を示したいと考えており、 当初の計画どおり、 令和

９年４月には開校することとして、 準備を進めている。

下北地区統合校を志望するこどもたちの不安の

解消のため、 進路の実現及び学習環境の充実に向

けた要望の趣旨については十分理解をしている。

県議会においても要望に対する県執行部の対応な

どを踏まえ、 適切に対処していく。

青森県知事コメント

青森県教育委員会教育長コメント

青森県議会議長コメント



 議員定数２名削減を決定
　
　
　

議
員
提
出
議
案
第
５
号

　　
　
　

む
つ
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議員定数 22 名から 20 名へ
      賛成多数賛成多数      

      可決可決
次回任期（令和 9 年 10 月）から

区　　　　分
合併前

旧むつ市

平成 17 年
３月１４日
合併時

平成１９年
10 月 16 日～

平成２３年
10 月 16 日～

令和元年
10 月 16 日～

令和９年 10 月
（新任期） ～

議員定数 22 人 65 人 30 人 26 人 22 人 20 人

人口（年度末） 67,342 人
（平成１6 年度末）

67,342 人
（平成１6 年度末）

65,129 人
（平成19年度末）

６３，２２０人
（平成２3 年度末）

５６，２４４人
（令和元年度末）

５０，９５９人
（令和 6 年度末）

議員１人当たり人口 ３，０６１人 １，０３６人 ２，１７１人 ２，４３２人 ２，５５７人 ２，５４８人

議　

決　

結　

果

合　計 市誠クラブ 公明 ・ 自由 自民クラブ 陸奥未来 会派に属しない議員

佐
賀　

英
生

東　
　

健
而

野
中　

貴
健

大
瀧　

次
男

佐
藤　

広
政

住
吉　

年
広

櫻
田　

秀
夫

白
井　

二
郎

中
村　

正
志

佐
々
木　

肇

浅
利　

竹
二
郎

井
田　

茂
樹

冨
岡　

幸
夫

佐
々
木　

隆
徳

岡
崎　

健
吾

村
中　

浩
明

富
岡　

直
哉

高
橋　

征
志

杉
浦　

弘
樹

佐
藤　
　

武

工
藤　

祥
子

濵
田　

栄
子

賛　

成

反　

対

欠
席
・
不
在

可 決 1 9 2 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
討論

● ○

○は賛成、 ●は反対、 「欠」は欠席または採決時に不在。 議長（冨岡幸夫）は採決に加わらない

　当市の人口は、議員定数を３０人から２６人とした 平成２３年１０月には約

６万４千人、議員定数を２２人とした令和元年１０月には約５万７千人でありま

したが、直近では５万 1 千人を切る状況となっており、今後も逓
ていげん

減が見込まれて

います。

　全国の自治体議会では、人口減少等に伴う議員定数の見直しが議論されている

ところであり、当市議会においても見直しの声が高まったことを受け、議員それ

ぞれの考えのもと、議員定数検討会議及び議員協議会を開催し検討してきたとこ

ろであります。

　市議会が主体性を持って定数を見直し、必要最小限の議員数で最大の効果を上

げることが、市民の負託にこたえるべき使命と判断したところであり、全議員の

意思統一には至りませんでしたが、次のむつ市議会議員一般選挙から定数を２０

人とすることに賛同する議員２０名をもって提案するものであります。

提案理由

むつ市議会議員の定数の推移

 賛否一覧
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本
条
例
の
改
正
の
目
的
、
意
義
は
。

Zoom  1
議
案
第
26
号　

む
つ
市
産
業
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

問答
市
は
こ
れ
ま
で
、
「む
つ
来
さ
ま
い
館
」や
「む
つ
下
北
観
光
物
産
館
」を

通
じ
て
産
業
振
興
や
市
民
の
交
流
促
進
に
寄
与
し
た
が
、
施
設
に
求
め

ら
れ
る
役
割
が
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
既
存
の
観
光
・
物
産
の

機
能
と
産
業
振
興
を
一
体
化
さ
せ
、
同
時
に
新
た
な
産
業
活
動
の
創
出

拠
点
と
し
て
「む
つ
下
北
観
光
物
産
館
」を
「む
つ
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
」

へ
改
変
し
、
商
工
業
の
発
展
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
施

設
と
し
て
運
営
し
て
い
く
。

『ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
』を

『む
つ
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
』へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

むつまちなかオフィスとなるむつ下北観光物産館むつまちなかオフィスとなるむつ下北観光物産館

売店が設置されるむつ来さまい館売店が設置されるむつ来さまい館

                    この議案でむつ市のこの議案でむつ市の
　　　　　　　　　　何がかわるのか　　　　　　　　　　何がかわるのか

む
つ
来
さ
ま
い
館
に
は
売
店
を
設
置
し
、
利
便
性
向
上
へ

          
　　            

「注目の議案にズームイン！！」「注目の議案にズームイン！！」

むつ市議会だより　No.34　令和７年７月号 

こ
の
改
正
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

問答
「
む
つ
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
」
は
、
事
務
室
８
室
を

設
定
し
、
入
居
団
体
と
と
も
に
商
工
業
の
発
展
や

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。
ま
た
、
「
む
つ

来
さ
ま
い
館
」
１
階
の
一
部
は
、
し
も
き
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
運
営
す
る
売
店
施
設
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
利
用
し
や
す
い
売
場
へ
変
化
さ
せ
る
。
２
階

の
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
併
せ

て
、
下
北
地
域
の
観
光
と
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
物

産
の
振
興
を
図
る
。

施
設
の
使
用
料
は
ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
の
か
。

問答
現
在

「
む
つ
下
北
観
光
物
産
館
」
に
入
居
し
て
い

る
団
体
か
ら
徴
収
し
て
い
る
料
金
を
基
準
と
し
、

年
額
１
㎡
あ
た
り
１
４
０
０
円
。
使
用
す
る
面

積
に
こ
の
金
額
を
乗
じ
た
額
を
使
用
料
と
し
て

設
定
し
て
い
る
。　

な
お
、
電
気
料
及
び
通
信
料

は
、
使
用
し
た
団
体
の
自
己
負
担
と
し
、
想
定
さ

れ
る
使
用
料
収
入
は
、
両
施
設
合
計
で
年
間
約

２
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

施
設
改
修
費
の
内
容
は
。

問答
委
託
料
で
は
、
設
計
業
務
委
託
に
５
２
５
万
６
千

円
、
工
事
監
理
業
務
委
託
に
２
４
７
万
４
千

円
。

ま
た
、

工

事

請

負

費

で
は
、

建

築

工

事
に
４
４
５
２
万
８
千
円
、
電
気
設
備
工
事

に
２
７
３
６
万
８
千
円
、
看
板
塗
装
工
事
に

９
６
万
６
千
円
を
計
上
。　

改
修
場
所
は
、
「
む
つ

下
北
観
光
物
産
館
」
１
階
の
事
務
室
及
び
売
店
施

設
、
２
階
ホ
ー
ル
と
食
堂
施
設
、
３
階
和
室
、
会

議
室
を
そ
れ
ぞ
れ
事
務
室
に
改
修
す
る
。
工
期
は

設
計
業
務
に
約
２
か
月
半
、
改
修
工
事
に
約
５
か

月
半
を
見
込
ん
で
い
る
。



                    この議案でむつ市のこの議案でむつ市の
　　　　　　　　　　何がかわるのか　　　　　　　　　　何がかわるのか

Zoom ４

議

事
業
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

Zoom  2

議
案
第
25
号　

む
つ
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

基
準
を
定
め
る
条
例

問答
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
保
育
園
な
ど
に
通
っ

て
い
な
い
こ
ど
も
が
月
10
時
間
ま
で
通
園
で
き

る
。

親
の
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
可
能

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
事
業

事
業
を
実
施
す
る
施
設
は
決
定
し
て
い
る
か
。

問答
こ
れ
ま
で
２
回
の
事
業
者
説
明
会
を
行
っ
て
お

り
、
６
月
下
旬
に
確
認
を
行
い
、
10
月
に
事
業
開

始
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
の
実
施
形
態
は
ど
う
な
る
か
。

問答
専
任
の
保
育
士
を
配
置
す
る
一
般
型
と
空
き
定
員

枠
を
活
用
す
る
余
裕
活
用
型
の
２
種
類
あ
り
、
事

業
者
が
選
択
す
る
。

学びの多様化学校設置検討委員会の設置学びの多様化学校設置検討委員会の設置

学びの多様化学校の開設学びの多様化学校の開設

案 審 査

設
置
事
業
費
の
詳
細
は
。

問答

今
後
、
予
定
し
て
い
る
、
学
び
の
多
様
化
学
校
設
置
検
討
委
員
会
に
要

す
る
経
費
と
な
っ
て
い
る
。
報
酬
の
30
万
４
千
円
に
つ
い
て
は
、
委
員

12
名
を
想
定
し
て
い
て
、
委
員
へ
の
報
酬
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
謝
金

と
し
て
、
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅
費
は
、
先
進
地
視
察
に
係
る
旅

費
と
な
る
。

む
つ
市
が
目
指
す
学
び
の
多
様
化
学
校

委
員
の
構
成
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問答

当
市
に
お
い
て
、
不
登
校
に
携
わ
る
関
係
機
関
の
方
、
不
登
校
児
童
生

徒
の
保
護
者
等
を
想
定
し
て
い
る
。
今
年
度
内
、
３
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
て
、
12
月
を
目
途
に
一
定
の
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
34
号　

令
和
７
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

学
び
の
多
様
化
学
校

地
域
課
題
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
業
界
の
人
材
を

招
聘
す
る
の
か
。

議
案
第
34
号　

令
和
７
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

問答
総
務
省
の
「地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
」は
、
民
間

企
業
か
ら
、
専
門
的
な
人
材
を
自
治
体
に
派
遣
し

て
も
ら
う
制
度
で
あ
り
、
財
源
は
特
別
交
付
税
措

置
さ
れ
る
。
今
回
は
、
「
副
業
型
」
の
制
度
を
活
用

し
、
７
月
か
ら
物
産
の
専
門
家
と
、
観
光
の
専
門

家
の
２
名
を
招
聘
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
一
緒
に
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
、
市
の
施

策
に
繋
げ
て
い
く
。

物
産
と
観
光
の
プ
ロ
を
む
つ
市
へ
派
遣

国
の
「地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
」を
活
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
の
課
題
を
解
決

Zoom 3

引用 ： むつ市令和７年６月期定例記者会見資料引用 ： むつ市令和７年６月期定例記者会見資料

引用 ： むつ市令和７年６月期定例記者会見資料引用 ： むつ市令和７年６月期定例記者会見資料
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議員から独自の視点で質問 ・ 提案する一般質問 
今回は１5 人が登壇

ど
う
な
る
統
合
校

P.6

YouTube で一般質問の配信動画をご覧いただけます →
　

認知機能セルフチェッカーを
　　　　　　　　早期に導入すべき

政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 住
すみよし

吉年
としひろ

広 議員が問う

認知症早期発見

校舎整備について、
　　　早期に方針案を示すべき

政
策
提
案

  （陸奥未来）

 富
とみおか

岡直
な お や

哉 議員が問う

どうなる統合校

富岡　直哉

あ
り
、
地
域
の
今
ま
で
の
検
討

事
項
や
要
望
を
で
き
る
限
り
反

映
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
県
教

委
に
お
願
い
し
て
い
る
」
「
地

域
の
将
来
に
わ
た
る
課
題
等
を

解
決
す
る
人
財
を
学
校
で
育
て

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
地
域
と

一
緒
に
作
っ
て
欲
し
い
と
県
教

委

に

伝

え
る
」
と

の
発
言
が

あ
っ
た
。

Ｑ 

６
月
10
日
の
要
望
活
動
に

お
い
て
、
県
教
育
長
及
び
知
事

か
ら
は
ど
の
よ
う
な
回
答
が

あ
っ
た
の
か
。

Ａ 

風
張
教
育
長
か
ら
は
、
「可

能
な
限
り
早
期
に
整
備
方
針
案

を
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

様
々
な
準
備
を
し
て
い
る
の

で
、
も
う
少
し
お
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。

　

宮
下
知
事
か
ら
は
、
「
市
が

主
体
的
に
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
積
極
的
に
議
論
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
高

校
再
編
の
模
範
と
な
る
取
組
で

市及び市議会による要望

Ａ 

認
知
症
は
、
一
度
発
症
す

る
と
回
復
が
難
し
い
た
め
、
早

め
に
気
づ
く
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
あ
る
。
自
分
の
状
態
を
簡

単
に
確
認
で
き
る

『
認
知
機
能

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
カ
ー
』は
有
効
な

方
法
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は

試
験
的
に
導
入
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

も
の
忘
れ
・
相
談
会
の
開

催
状
況
（年
間
開
催
回
数
）及
び

相
談
件
数
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

相
談
会
は
年
間
12
回
開
催

し
て
お
り
、
相
談
会
に
お
け
る

相
談
件
数
は
令
和
５
年
度
が

４
件
、
令
和
６
年
度
が
３
件
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ 

認
知
機
能
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

カ
ー
の
デ
モ
機
を
活
用
し
、
福

祉
部
門
、
高
齢
者
福
祉
の
課
題

や
反
応
、
運
用
面
で
の
課
題
を

検
証
・
蓄
積
し
た
う
え
で
、
次

年
度
の
本
格
導
入
を
改
め
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
市
の
見
解

は
。

気づきが未来を守る

一般質問
１5１5 のの視点視点

認
知
症
早
期
発
見

P.6

高
校
通
学
の
問
題
点

P. ７

農
業
振
興
策
の
充
実

P. ７

閉
校
後
の
利
活
用

P. ７

限
界
集
落
の
町
内
会

P. ７

特
殊
詐
欺
に
注
意
を

P. ９

ホ
タ
テ
産
業

P. ９

止
ま
ら
な
い
少
子
化

P. ９

物
価
高
騰
の
影
響
は

P. ９

海
自
大
湊
基
地

P.10

自
然
の
家
の
存
続
を

P.10

障
が
い
者
就
労
支
援

P.10

高
校
再
編
と
新
校
舎

P.10

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
は
何
か

P.11

住吉　年広杉浦　弘樹佐藤　武井田　茂樹浅利竹二郎佐賀　英生工藤　祥子野中　貴健佐藤　広政村中　浩明濵田　栄子櫻田　秀夫高橋　征志中村　正志
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西通り地区の生徒が高校へ
 通学する現状の問題を解決へ

政
策
提
案

  （無会派）

 杉
すぎうら

浦弘
ひ ろ き

樹 議員が問う

高校通学の問題点

人影消え限界集落は風前の灯
火、 コミュニティを保つべき

政
策
提
案

  （自民クラブ）

浅
あ さ り

利竹
た け じ ろ う

二郎 議員が問う

限界集落の町内会

奥内小を「学びの多様化学校」
　としてこどもが集まる場所に

政
策
提
案

  （自民クラブ）

 井
い だ

田茂
し げ き

樹 議員が問う

閉校後の利活用

く
、
登
録
制
度
を
市
と
し
て
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。　

Ａ 

今
後
、
介
護
人
材
の
実
態

調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
の
中

で
、
登
録
制
度
を
含
め
た
介
護

ヘ
ル
パ
ー
確
保
の
方
策
に
つ
い

て
も
事
業
者
の
要
望
を
把
握
し

て
い
き
た
い
。

新規就農者だけでなく、
既存の農業者も支援すること

政
策
提
案

  （無会派）

 佐
さ と う

藤　武
たけし

 議員が問う

農業振興策の充実

Ｑ 

既
存
の
農
家
を
支
援
す
る

取
り
組
み
が
弱
い
の
で
は
な
い

か
。
集
約
化
だ
け
で
な
く
、
兼

業
、
家
族
経
営
、
個
人
等
多
様

な
経
営
形
態
で
農
業
振
興
す
べ

き
で
は
な
い
か
。　

Ａ 

既
存
農
家
へ
の
新
た
な
支

援
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
現
状

把
握
に
努
め
、
対
策
の
有
無
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

経
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
専
業
、

兼
業
等
に
囚
わ
れ
ず
、
農
業
者

に
適
し
た
形
態
で
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
。

Ｑ 

ヘ
ル
パ
ー
確
保
の
た
め
、

訪
問
介
護
事
業
所
任
せ
で
な

豊かな土地を有効活用する

の
も
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
気

感
の
中
で
こ
ど
も
た
ち
が
伸
び

伸
び
と
過
ご
す
こ
と
が
期
待
で

き
、
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
た
教
育
課
程
の
あ
り
方
に

つ
い
て
今
後

地
域
の
ご
意

見
を
伺
い
つ

つ
設
置
検
討

委
員
会
に
お

い
て
十
分
議

論
を
重
ね
た

い
。

Ｑ 

学
び
の
多
様
化
学
校
と
通

常
の
小
中
学
校
の
違
い
は
。

Ａ 

学
び
な
お
し
の
時
間
、
体

験
活
動
の
重
視
、
登
校
日
数
や

登
下
校
時
間
の
柔
軟
な
設
定
な

ど
を
通
じ
、
こ
ど
も
た
ち
が
自

分
の
ペ
ー
ス
で
安
心
し
て
学
べ

る
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ 

自
然
環
境
や
地
域
の
人

材
・
文
化
・
産
業
資
源
を
生
か

し
地
域
ぐ
る
み
で
こ
ど
も
た
ち

を
支
え
る
市
と
し
て
の
具
体
的

な
取
り
組
み
や
方
向
性
は
。

Ａ 

第
一
候
補
地
で
あ
る
奥
内

地
区
は
、
学
校
と
地
域
の
つ
な

が
り
が
深
く
、
豊
か
な
自
然

笑顔広がる学びの場所へ

な
通
学
支
援
は
で
き
な
い
か
。

Ａ 

現
在
、
下
北
地
区
４
校
の

全
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
、

通
学
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
現
状
の
把
握

と
結
果
を
分
析
し
、
市
の
財
政

的
負
担
も
考
慮
し
つ
つ
、
支
援

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

西
通
り
地
区
在
住
の
生
徒

が
市
内
高
校
へ
通
学
す
る
際
の

新
た
な
問
題
解
決
に
向
け
た
市

の
取
組
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
減
便
は
、

働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
や

近
年
の
運
転
手
不
足
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
路
線

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
般
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
イ
ヤ
改

正
や
増
便
を
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
こ
の
件
を
複
雑
に
し
て
い

る
。

Ｑ 

運
行
時
間
の
環
境
整
備
が

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
新
た

部活動ができる通学支援を

れ
、
本
年
４
月
か
ら
65
歳
ま

で
の
雇
用
確
保
が
す
べ
て
の
企

業
に
お
い
て
義
務
化
さ
れ
た
。

Ｑ 

国
旗
と
国
歌
を
学
習
す
る

意
義
と
指
導
方
針
は
。

Ａ 

国
の
象
徴
と
し
て
大
切
に

扱

い
、

国

を

愛

す

る

心

情

を

養

う

こ

と

と

認

識

し

て

い
る
。

Ｑ 

町
内
会
長
が
、
民
生
委
員

等
の
な
り
手
の
な
い
ま
ま
１
人

何
役
も
抱
え
て
い
る
町
内
の
現

状
を
ど
う
見
る
か
。

Ａ 

担
当
す
る
地
域
に
居
住
し

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
民

生
委
員
委
嘱
の
条
件
で
あ
る
。

人
口
が
減
少
し
、
町
内
会
加
入

者
も
減
少
す
る
な
か
で
ご
理
解

を
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

Ｑ 

一
律
な
定
年
制
を
廃
止

し
、
勤
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
就
業
促
進
を
し
て
は
。

Ａ 

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保

が
事
業
主
の
努
力
義
務
と
さ

崩壊しそうな空き家が点在

むつ市議会だより　No.34　令和７年７月号 
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特殊詐欺防止のために、 電話
番号を登録し未然予防すべき

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ が

賀英
ひ で お

生 議員が問う

特殊詐欺に注意を

給食費の追加予算も検討を
　　　　　　　　　　　考慮するべし

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ と う

藤広
ひろまさ

政 議員が問う

物価高騰の影響は

小中学校の大規模な統廃合を
　　　　　　　　　推し進めるべき

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 野
の な か

中貴
たかゆき

健 議員が問う

止まらない少子化

へい死問題を乗り越えるため、
持続発展に向けた対策を

政
策
提
案

  （無会派）

 工
く ど う

藤祥
し ょ う こ

子 議員が問う

ホタテ産業

と
任
意
接
種
が
あ
り
、
定
期
接

種
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
感
染
症
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
あ
り
、
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
る
。
帯
状
疱
疹

は
７
月
か
ら
開
始
す
る
。

Ｑ 

特
殊
詐
欺
に
関
す
る
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
の
傾
向
は
。

Ａ 

相
談
件
数
は
、
令
和
６
年

度
は
５
１
３
件
で
、
特
殊
詐
欺

に
関
す
る
相
談
は
15
件
、
架
空

請
求
詐
欺
は
11
件
、
異
性
と
の

交
際
あ
っ
せ
ん
目
的
詐
欺
が
４

件
、
還
付
金
詐
欺
及
び
金
融
商

品
目
的
詐
欺
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件

で
、
令
和
３
年
の
88
件
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
い
る
。

Ｑ 

む
つ
市
の
成
人
、
高
齢
者

の
予
防
接
種
の
種
類
と
接
種
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ 

予
防
接
種
は
、
定
期
接
種

１
人
１
０
０
０
円
徴
収
さ
れ
て

い
る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ 

令
和
７
年
度
の
計
画
は
、

脇
野
沢
地
区
の
森
林
整
備
、
大

畑
地
区
の
現
地
調
査
、
む
つ
地

区
奥
内
等
の
意
向
調
査
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ 

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
大
量
へ
い

死
は
陸
奥
湾
沿
岸
漁
業
者
の
共

通
問
題
で
あ
る
が
、
市
の
取
組

は
。

Ａ 

近
年
の
ホ
タ
テ
養
殖
業
の

課
題
と
し
て
、
高
水
温
や
餌
不

足
な
ど
の
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
養
殖
技
術
の
改
良
が
あ
げ

ら
れ
る
。
青
森
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
水
産
総
合
研
究
所
が
、

環
境
変
化
に
耐
え
る
技
術
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
経

営
対
策
と
し
て
、
漁
業
共
済
等

へ
の
支
援
を
し
て
い
く
。

Ｑ 

森
林
経
営
管
理
制
度
は
、

昨
年
か
ら
森
林
環
境
税
と
し
て

積み上げられたホタテかご

か
ら
、
本
年
４
月
に
新
た
な
方

針
を
策
定
。
児
童
生
徒
の
動
向

に
留
意
し
な
が
ら
、
当
面
は
現

状
の
学
校
規
模
で
の
教
育
活
動

を
推
進
。
よ
り
よ
い
教
育
活
動

を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し

い
場

合

は
、

学

校

規

模

の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い

く
。

Ｑ 

20
年
前
の
合
併
時
と
比
べ

て
、
む
つ
市
の
人
口
の
推
移
は
。

Ａ 

１
万
６
３
８
０
人
の
減
で

減
少
率
は
24
・
３
％
。

Ｑ 

現
在
の
中
学
３
年
生
の
人

数
と
、
昨
年
度
の
出
生
数
は
。

Ａ 

む
つ
市
全
体
で
中
学
３
年

生
は
４
５
０
人
、
令
和
７
年
３

月
31
日
時
点
で
の
０
歳
児
の
人

数
は
１
８
７
人
と
な
る
。

Ｑ 

小
中
学
校
の
大
規
模
な
統

廃
合
を
検
討
す
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 

「
む
つ
市
学
校
規
模
適
正

化
に
関
す
る
方
針
」
を
策
定
し

て
か
ら
８
年
が
経
過
し
た
こ
と

こどもたちの声が消えた校舎

時
間
を
要
す
る
学
校
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
施
設
見
学
や
食
育
事

業
の
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
。

Ｑ 

こ
ど
も
た
ち
、
父
兄
、
教

職
員
の
反
応
は
。

Ａ 

児
童
生
徒
用
及
び
教
職
員

用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

７
月
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。

Ｑ 

物
価
高
騰
の
対
応
は
。

Ａ 

給
食
の
品
質
と
量
を
確
保

す
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
安

定
供
給
さ
れ
て
い
る
冷
凍
食
品

を
使
用
す
る
な
ど
対
応
し
て
い

る
が
、
今
後
は
入
札
制
度
の

導
入
の
可
能
性
も
検
討
す
る
。

Ｑ 

運
営
状
況
、
メ
リ
ッ
ト
デ

メ
リ
ッ
ト
、
課
題
、
改
善
点
は
。

Ａ 

新
し
い
設
備
、
徹
底
し
た

衛
生
管
理
の
下
、
安
全
安
心
な

給
食
を
提
供
で
き
て
い
る
が
、

大
規
模
調
理
場
で
あ
る
た
め
最

低
食
数
を
１
０
０
０
食
と
設
定

し
て
お
り
個
々
の
学
校
行
事
に

対
応
で
き
な
い
こ
と
、
配
送
に

最新設備と食育機能も

むつ市議会だより　No.34　令和７年７月号 
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地域経済の活性化や人材育成
のために教育隊を誘致すべき

政
策
提
案

  （陸奥未来）

 村
むらなか

中浩
ひろあき

明 議員が問う

海自大湊基地

環境を学び体験する
　　　重要な施設として残すべき

政
策
提
案

  （無会派）

 濵
は ま だ

田栄
え い こ

子 議員が問う

自然の家の存続を

地
政
策
に
係
る
方
向
性
を
明

確
に
し
、
そ
の
取
組
を
着
実
に

進
め
て
い
く
た
め
に
、
現
在
、

「(

仮
称)

む
つ
市
基
地
政
策

方
針
」
の
策
定
作
業
に
着
手
し

て
お
り
、
策
定
後
は
、
そ
れ
に

基
づ
き
自
衛
隊
と
の

「
共
存
共

栄
」を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

海
上
自
衛
隊
教
育
隊
の
誘

致
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

隊
員
の
方
た
ち
が
市
内
で

様
々
な
消
費
活
動
を
し
て
く
れ

る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
隊

員
の
人
材
育
成
や
隊
員
の
確
保

に
つ
な
が
る
。
今
後
に
お
い
て

は
、
教
育
隊
の
誘
致
に
つ
い
て
、

防
衛
省
や
自
衛
隊
へ
の
要
望
を

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

む
つ
市
が
描
く
未
来
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

Ａ 

今
後
に
お
け
る
本
市
の
基

整備されていく大湊基地
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が
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ 
基
本
的
姿
勢
と
し
て
は
、

地
域
住
民
と
の
合
意
が
得
ら
れ

な
い
、
自
然
環
境
と
共
生
し
な

い
計
画
に
は
反
対
の
立
場
で
あ

る
。
地
域
共
生
型
の
事
業
で
あ

る
か
ど
う
か
引
き
続
き
見
極
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

こ
ど
も
た
ち
に
感
動
と
発

見
を
あ
た
え
て
き
た
む
つ
市
下

北
自
然
の
家
に
つ
い
て
、
民
間

移
譲
等
も
含
め
て
存
続
で
き
な

い
か
伺
う
。

Ａ 

廃
止
後
の
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
関
係
課
の
長
を

参
集
範
囲
と
し
た
会
議
で
意
見

を
出
し
合
い
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ 

大
畑
地
区
に
お
い
て
、
２

か
所
の
調
査
が
始
ま
っ
て
い
る

風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
開
発
に
よ
り
、
生
態
系
や
水

源
の
涵
養
林
と
し
て
の
機
能
に

あ
た
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

森と海に囲まれた自然の家

むつ市議会だより　No.34　令和７年７月号 

一人ひとりに合った
　　　 就労支援プランの提供を

政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 櫻
さくらだ

田秀
ひ で お

夫 議員が問う

障がい者就労支援

約束を破りかねない
県教委に対し毅然とした対応を

政
策
提
案

  （無会派）

 高
たかはし

橋征
ま さ し

志 議員が問う

高校再編と新校舎

着
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
も

増
や
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域

自
立
支
援
協
議
会
等
に
お
け

る
、
事
例
共
有
や
担
当
職
員
が

各
種
研
修
会
へ
参
加
す
る
等
、

具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し

て
い
る
。

Ｑ 

障
が
い
者
就
労
支
援
に
お

け
る
特
有
の
課
題
と
市
の
対
策

は
。

Ａ 

全
国
的
平
均
に
対
し
て
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の

工
賃
向
上
は
課
題
で
あ
る
。
市

の
対
策
と
し
て
、
事
業
者
が
取

り
組
ん
で
き
た
成
功
事
例
や
全

国
の
事
例
を
収
集
し
、
工
賃
向

上
に
繋
げ
る
情
報
提
供
を
し
て

参
り
た
い
。

Ｑ 

中
長
期
的
な
目
標
や
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

Ａ 

福
祉
施
設
を
利
用
し
て
い

る
方
の
一
般
就
労
移
行
を
増
加

さ
せ
、
定
着
で
き
る
よ
う
、
定

仲間と共に、 活気ある現場

ナ
ス
に
響
く
こ
と
は
あ
る
か
。

Ａ 

生
徒
の
頑
張
り
の
事
実
を

記
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

Ｑ 

保
護
者
の
活
動
や
印
象
、

学
校
へ
の
協
力
等
が
、
内
申
書

に
影
響
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

Ａ 

一
切
な
い
。

Ｑ 

下
北
地
区
統
合
校
の
新
校

舎
「新
築
」と
い
う
約
束
を
、
青

森
県
教
育
委
員
会
は
反
故
に
し

か
ね
な
い
。
こ
れ
を
容
認
す
れ

ば
、
様
々
な
分
野
で
、
県
が
む

つ
市
と
の
約
束
を
破
る
こ
と
が

常
態
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
市

と
し
て
毅
然
と
し
た
対
応
を
と

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ 

県
に
対
し
て
は
市
民
を
第

一
に
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応

し
て
き
た
。
こ
の
姿
勢
は
こ
れ

ま
で
と
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

Ｑ 

校
則
の
見
直
し
を
学
校
へ

意
見
す
る
な
ど
の
、
生
徒
の
主

体
的
な
活
動
が
内
申
書
に
マ
イ

かみあわない議論
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地域の課題解決とサービス
　　　　　　 向上のために推進を

政
策
提
案

  （自民クラブ）

 中
なかむら

村正
ま さ し

志 議員が問う

ＥＢＰＭとは何か

り
、
政
策
の
発
生
源
で
あ
る
「む

つ
市
総
合
経
営
計
画
」
の
次
期

計
画
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
政

策
の
見
え
る
化
を
図
り
、
計
画

の
実
効
性
を
確
保
し
、
限
ら
れ

た
行
政
資
源
を
有
効
活
用
し
て

い
く
。

Ｑ 

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
特
徴
、
従
来

の
政
策
立
案
と
の
違
い
は
何

か
。

Ａ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
・
ベ
ー
ス
で

は
な
く
、
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー

ス
に
よ
る
政
策
運
用
で
、
デ
ー

タ
等
に
基
づ
い
て
政
策
の
評

価
・
立
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、

証
拠
に
基
づ
い
た
客
観
的
な
判

断
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
効
果

的
な
政
策
の
展
開
に
つ
な
げ
て

い
く
。

Ｑ 

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
導
入
目
的
は
、

ま
た
、
ど
の
分
野
か
ら
導
入
を

始
め
る
の
か
。

Ａ 

市
の
最
上
位
計
画
で
あ

むつ市議会だより　No.34　令和７年７月号 

EBPM 研修

常 任 委 員 会 行 政 視 察 報 告常 任 委 員 会 行 政 視 察 報 告 　　

産業建設常任委員会 民生福祉常任委員会
５月 21 日（水）
三重県伊勢市
「避難行動要支援者制度について」

５月２２日（木）
愛知県尾張旭市
「あたまの元気まる事業について」
※ VR を活用した認知機能チェック事業

５月 14 日（水）
大分県別府市
「観光戦略について」

５月 15 日（木）
宮崎県日南市
「港の駅めいつについて」

大分県別府市にて座学 VR を活用した認知機能チェックを体験

視察内容の詳細は
こちらから↓↓↓

視察内容の詳細は
こちらから↓↓↓

 アンケートのお願い

最短 30 秒で回答できます！
むつ市議会では配信動画の満足
度を検証し、 更なるサービスの向
上を図るため、 アンケートを実施
しています。

皆さまの配信動画に対する満足
度やご意見等を教えてください。

アンケートは
こちらから↓

※ＥＢＰＭ（Ｅｖｉｄｅｎｃｅ　Ｂａｓｅｄ　Ｐｏｌｉｃｙ　Ｍａｋｉｎｇ）
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　◎は全会一致、 ○は賛成多数、 ×は否決、 －は採決なし　　◎は全会一致、 ○は賛成多数、 ×は否決、 －は採決なし　

第２６4 回定例会第２６4 回定例会
　　

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

25
むつ市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例 〇

26 むつ市産業会館条例の一部を改正する等の条例 ◎

27 むつ市子ども ・ 子育て会議条例の一部を改正する条例 ◎

28
むつ市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例 ◎

29
工事請負契約について
（むつ市湯野川温泉濃々園建設工事 （建築工事）に係る工事
請負契約を締結するためのもの）

◎

30
財産の取得について
（むつ市消防団むつ消防団第６分団配備の消防ポンプ自動
車を、 老朽化に伴い更新するためのもの）

◎

31 むつ市過疎地域持続的発展計画の変更について ◎

32 市道路線の廃止について ◎

33 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めるこ
とについて ◎

34 令和７年度むつ市一般会計補正予算 ◎

35
むつ市職員の勤務時間、 休暇等に関する条例の一部を改

正する条例 ◎

36
むつ市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例 ◎

37
むつ市特定公園施設の設置に関するバリアフリー化基準を

定める条例の一部を改正する条例 ◎

38

工事請負契約について

（仮団地橋架替工事に係る工事請負契約を締結するための

もの）
◎

39

財産の取得について
（更新時期を迎えたこと及びシステム標準化に対応した機
器とする必要があることから、 住民情報システム用パソコ
ン及び当該システムに統合されるパソコンを更新するため
のもの）

◎

40 令和７年度むつ市一般会計補正予算 ◎

41 令和７年度むつ市水道事業会計補正予算 ◎

議
案
番
号
等

議　

決　

結　

果

合　計 市誠クラブ 公明 ・ 自由 自民クラブ 陸奥未来 会派に属しない議員

佐
賀　

英
生

東　
　

健
而

野
中　

貴
健

大
瀧　

次
男

佐
藤　

広
政

住
吉　

年
広

櫻
田　

秀
夫

白
井　

二
郎

中
村　

正
志

佐
々
木　

肇

浅
利　

竹
二
郎

井
田　

茂
樹

冨
岡　

幸
夫

佐
々
木　

隆
徳

岡
崎　

健
吾

村
中　

浩
明

富
岡　

直
哉

高
橋　

征
志

杉
浦　

弘
樹

佐
藤　
　

武

工
藤　

祥
子

濵
田　

栄
子

賛　

成

反　

対

欠
席
・
不
在

議　　案 2 5 可 決 1 9 2 0 ○ ○ ○ ○ ○ 〇
討論

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
討論

○

報　　告 1 5 承 認 1 8 １ 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
討論

○ － ○ ○ ○ ○ ●
討論

○ 欠 欠 ○

 賛否が分かれた議案について、 議員別に賛成 ・ 反対を公表します。
○は賛成、 ●は反対、 「欠」は欠席または採決時に不在。 議長（冨岡幸夫）は採決に加わらない

賛 否 一 覧
　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

報 5 令和６年度むつ市一般会計継続費繰越計算書 -

報 6 令和６年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書 -

報 7 令和６年度むつ市水道事業会計予算繰越計算書 -

報 8 令和６年度むつ市下水道事業会計予算繰越計算書 -

報 9
専決処分した事項の報告について
（工事請負契約の一部変更契約について） -

報 10
専決処分した事項の報告について
（工事請負契約の一部変更契約について） -

報 11
専決処分した事項の報告について
（工事請負契約の一部変更契約について） -

報 12
専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることについて） -

報 13
専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることについて） -

報 14
専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることについて） -

報 15
専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（むつ市税条例の一部を改正する条例） 〇

報 16
専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（むつ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ◎

報 17
専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（むつ市半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措
置に関する条例の一部を改正する条例）

◎

報 18

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（むつ市承認地域経済牽引事業のために設置される施設に
係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正す
る条例）

◎

報 19
専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和６年度むつ市一般会計補正予算） ◎

報 20
専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることについて） -

報 21
専決処分した事項の報告について
（和解及び損害賠償の額を定めることについて） -

議員４
下北地区統合校を志望するこどもたちの不安の解消、 進路
の実現及び学習環境の充実に向けて、 速やかに施設整備
等の方針を示すことを求める意見書

◎

議員５
むつ市議会議員定数条例の一部を改正する条例

※賛否一覧は３ページに掲載しています。 〇

★　議案の内容や過去の賛否
　　 一覧も議会ホームページ　
　　 から見ることができます。

むつ市議会だより　No.34　令和７年７月号 

議 決 結 果 ・
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長
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白
井
二
郎
議
員

白
井
二
郎
議
員

令和７年５月 20 日に開催された全国市議会議長会

第 101 回定期総会において、 冨岡幸夫議長及び白井

二郎議員が議員在職 25 年以上の特別表彰を受賞し、

第 264 回定例会の開会日、 ６月 3 日の本会議で表彰

状の伝達を行いました。

NEWS FROM MUTSU CITY COUNCIL次回の定例会は 8 月 25 日開会予定次回の定例会は 8 月 25 日開会予定ですです

　

地域の絆に感謝して地域の絆に感謝して

議員在職25年以上による特別表彰議員在職25年以上による特別表彰

↓むつ市議会の情報はこちらから↓

YouTube LINE Facebook Instagramホームページ

市民の声
iｎ 奥内小学校

6月3日

運動会でリレーに出場した娘の姿

を見ながら、 小学生だった自分の姿

と重ねてしまいました。 あの頃のよ

うに全力で走ることは難しいですが、

今は、 議会だよりに全力です。 これ

からも進化する「むつ市議会だより」

にご期待ください ｡ （中村正志）

僕らの笑顔は永遠に僕らの笑顔は永遠に

Q. 奥内小学校での最後の運動

会はどんな思いで臨みました

か。

A. 運動会を楽しみながら、 盛A. 運動会を楽しみながら、 盛

り上げたいと思っていました。り上げたいと思っていました。

Q. 最後の運動会を終えての感

想はどうですか。

A. 悲しい気持ちと最後の運動A. 悲しい気持ちと最後の運動

会を盛り上げることができて会を盛り上げることができて

ほっとしています。ほっとしています。

Q. 来年中学生になるがどんな

ことを頑張りたいですか。

A. 新たな友達を作ることと勉A. 新たな友達を作ることと勉

強を全力で頑張りたいです。強を全力で頑張りたいです。

Q. 奥内小学校での最後の運動

会はどんな思いで臨みました

か。

A. 観客を楽しませて笑顔にさA. 観客を楽しませて笑顔にさ

せたいと思っていました。せたいと思っていました。

Q. 最後の運動会を終えての感

想はどうですか。

A. 悲しい気持ちと最後の運動A. 悲しい気持ちと最後の運動

会を盛り上げることができて良会を盛り上げることができて良

かったです。かったです。

Q. 新たな小学校ではどんなこ

とを頑張りたいですか。

A. 友達をいっぱい作り勉強をA. 友達をいっぱい作り勉強を

頑張りたいです。頑張りたいです。
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